
Ⅲ

5

(1)

基本目標 男女が安心して暮らせるまちづくり

施策の方針 地域社会における男女共同参画の推進

取り組みの方向 男女共同参画の視点を踏まえた地域活動の推進

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

民生委員・児童委員等に男女共同参画への意識啓発を図る。
民生委員・児童委員等に対し、男女共同参画の促進のための情報提供を
行う。

57
事
業
名

民生委員・児童委員等への意識啓発 所管課所 福祉総務課

１３地区ごとに組織されている民生委員・児童委員協議会の定例会において、ＤＶや男女共同参画、人権に関する意識啓発のチラシやリーフレット
の配布を行った。

活動実績 取り組みの成果

事業の実施内容

【活動指標】 情報提供の実施回数 【成果指標】 情報提供の実施回数

【達成度】 ４（概ね達成できた）
【実績】 4回 【実績】 ―

【目標】 5回
【達成度】 ４（概ね達成できた）

【目標】 ―

定例会において、チラシやリーフレット・講演会の案内などを情報提供す
ることができた。

定例会において、チラシやリーフレット・講演会の案内などを情報提供す
ることができた。

事業の評価

Ｂ（概ね順調に取り組んでいる）

<前年度評価＞ Ｂ

認識した課題 課題解決に向けた対応

男女共同参画の啓発は、継続的な意識付けが重要である。委員への研修
方法や情報提供の手法について検討が必要である。

今後も定例会を通じて、講演会などの研修事業やその他情報提供を継
続的に行い、研修手法については検討を行う。

【活動指標】 提供会員数 【成果指標】 利用件数

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

地域社会において、市民の育児と他の活動との両立を支援する。
子育ての援助を受けたい方・行いたい方を地域でコーディネートする
ファミリーサポートセンターを運営するとともに、病児・緊急対応強化事
業として、緊急サポートセンター事業を実施する。

58
事
業
名

ファミリーサポートセンター事業の充実 所管課所 子ども施策推進課

事業の実施内容

保育施設等への送迎や一時預かりなど、会員同士による相互援助活動をコーディネートするファミリーサポートセンターを運営し、仕事と育児の両
立を支援した。

活動実績 取り組みの成果

【達成度】 ５（十分に達成できた）
【実績】 187人 【実績】 3,792件

【目標】 367人
【達成度】 ３（達成まで今一歩）

【目標】 ―

認識した課題 課題解決に向けた対応

提供会員の高齢化と担い手不足が課題となっている。 提供会員を増やす講習会の開催回数を増加させる

登録されている提供会員を精査し、実際に提供可能な会員を確認したと
ころ会員数が減少し、目標には至らないものの、前年度からは会員数は
増加し、事業の継続については問題ないため達成度は「３」とした。

事業の評価

Ｂ（概ね順調に取り組んでいる） 登録されている提供会員を精査し、実際に提供可能な会員を確認したところ会員数が減少し、目標
には至らないものの、前年度からは会員数は増加しており、十分なサービス提供ができているため
評価を「B」とする。<前年度評価＞ Ｃ

【達成度】

５（十分に達成できた）：目標値の１００％以上

４（概ね達成できた）：目標値の８０％以上１００％未満

３（達成まで今一歩）：目標値の６０％以上８０％未満

２（達成は不十分）：目標値の６０％未満
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Ⅲ

5

(2)

基本目標 男女が安心して暮らせるまちづくり

施策の方針 地域社会における男女共同参画の推進

取り組みの方向 男女共同参画の視点を踏まえた地域防災の推進

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

防災分野における男女共同参画を推進する。 防災における女性リーダー養成のための講座等を実施する。

59
事
業
名

防災活動における男女共同参画の啓発 所管課所 男女共同参画支援センター

ハザードマップの見方、越谷市の地理的特徴から見える水害時に取るべき行動を学ぶ講座を実施した。
・6/11「わたしたちの防災　水害編」

活動実績 取り組みの成果

事業の実施内容

【活動指標】 実施事業数 【成果指標】

【達成度】 ５（十分に達成できた）
【実績】 1回 【実績】 ―

【目標】 1回
【達成度】 ５（十分に達成できた）

【目標】 ―

募集20人、参加者31人
（対面:女19人、男12人)
(アーカイブ視聴：女7人）

「講師の市民目線でのお話しが興味深かったです」「防災について考える
きっかけになりました」という感想があり防災を自分事として考えても
らうことにつながった。

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる） 越谷市の地理的特徴を押さえた講演は水害の基本的な知識や避難のタイミングを自分事として考え
る機会となった。

<前年度評価＞ Ａ

認識した課題 課題解決に向けた対応

特になし。 引き続き、適切に事業を実施する。

【活動指標】 防災訓練の実施回数 【成果指標】 防災訓練の女性の参加割合

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

非常時においても男女の人権が尊重され、また防災分野における方針
決定過程への女性の参画が拡大するよう、防災訓練においても男女共
同参画の視点を踏まえる。

市が主催する地域の防災訓練において、女性の参加を促す。

60
事
業
名

防災活動における女性の参画促進 所管課所 危機管理室

事業の実施内容

「令和５年度越谷市・増林地区合同総合防災訓練」において自治会等の参加団体に対し、事前説明会等で男女共同参画の必要性を伝えた。なお、訓
練は、悪天候により令和６年度に延期となった。

活動実績 取り組みの成果

【達成度】 １（未実施）
【実績】 ― 【実績】 ―

【目標】 1回
【達成度】 １（未実施）

【目標】 ―

認識した課題 課題解決に向けた対応

防災活動における女性の参画の必要性については、多様な周知方法の
確保が必要。

刊行物の配付、出張講座等で周知・啓発を行う。

令和５年度越谷市・増林地区合同総合防災訓練は、悪天候により令和６
年度に延期となった。

令和５年度越谷市・増林地区合同総合防災訓練は、悪天候により令和６
年度に延期となった。

事業の評価

―（評価困難） 令和５年度越谷市・増林地区合同総合防災訓練は、悪天候により令和６年度に延期となったため、評
価困難とした。

<前年度評価＞ Ａ

【達成度】

５（十分に達成できた）：目標値の１００％以上

４（概ね達成できた）：目標値の８０％以上１００％未満

３（達成まで今一歩）：目標値の６０％以上８０％未満

２（達成は不十分）：目標値の６０％未満
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(2)

基本目標 男女が安心して暮らせるまちづくり

施策の方針 地域社会における男女共同参画の推進

取り組みの方向 男女共同参画の視点を踏まえた地域防災の推進

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

被災時における男女のニーズの違いを把握し、備蓄品について女性への
配慮を行う。

特に女性が必要と思われる用品を備蓄品として確保する。

61
事
業
名

防災備蓄品における女性への配慮 所管課所 危機管理室

令和3年度から令和7年度までの備蓄計画に基づき、簡易間仕切り、生理用品、サニタリー袋等、女性に配慮した防災備蓄品を確保している。

活動実績 取り組みの成果

事業の実施内容

【活動指標】 主な女性向け用品の備蓄率 【成果指標】

【達成度】 ５（十分に達成できた）
【実績】 100％ 【実績】 ―

【目標】 79％
【達成度】 ５（十分に達成できた）

【目標】 ―

令和3年度から令和7年度までの備蓄計画に基づき、簡易間仕切り、生
理用品、サニタリー袋等、女性に配慮した防災備蓄品を備えることがで
きた。

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる）

<前年度評価＞ Ａ

認識した課題 課題解決に向けた対応

これまでの備蓄品の見直しやさらに女性に必要だと思われる備蓄品の
調査及び検討を行う必要がある。

最新の備蓄品について積極的に調査し、今後の備蓄計画へ反映できる
よう検討を行う。

【活動指標】 研修の実施回数 【成果指標】

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

大規模災害等が発生し、避難所を開設した際、女性消防団員が運営の補
助にあたり、避難者へのきめ細やかな対応を行う。

避難所運営所管課の職員を講師として、避難所運営に必要な研修を実
施する。

62
事
業
名

防災活動における女性消防団員の参画 所管課所 警防課

事業の実施内容

・「避難所運営補助活動」に係る訓練（回数：６回、参加者：２５名）

活動実績 取り組みの成果

【達成度】 ５（十分に達成できた）
【実績】 6回 【実績】 ―

【目標】 2回
【達成度】 ５（十分に達成できた）

【目標】 ―

認識した課題 課題解決に向けた対応

各活動における知識及び技術の更なる向上及び避難所開設に伴う連絡
体制の構築。

座学については、WＥＢ研修などを取り入れ、自宅で研修を受講できる
ようにし、知識及び技術を向上することができるよう検討していく。ま
た、発災時の団員への連絡体制を見直していく。

市危機管理室主催の「避難所開設訓練」に自主防災組織とともに参加し
た。

団員個人のスキルアップにつながり、知識及び技術の上達が見られた。

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる） 通常の避難所運営補助に加え、新型コロナウイルス感染症等の感染症対策を徹底した訓練を実施し
た。今後も、実災害を想定した様々な訓練を実施していく。

<前年度評価＞ Ｂ

【達成度】

５（十分に達成できた）：目標値の１００％以上

４（概ね達成できた）：目標値の８０％以上１００％未満

３（達成まで今一歩）：目標値の６０％以上８０％未満

２（達成は不十分）：目標値の６０％未満
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5

(3)

基本目標 男女が安心して暮らせるまちづくり

施策の方針 地域社会における男女共同参画の推進

取り組みの方向 誰もが安心して暮らせる環境の整備

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

さまざまな困難を抱えた女性の自立を促すための支援を行う。
さまざまな困難を抱えた女性が長期的展望をもち生活できるように支
援する講座等を実施する。

63
事
業
名

困難を抱える女性を支援するための事業の実施 所管課所 男女共同参画支援センター

毎日いろいろがんばりすぎてませんか？
「わたしが"わたし"らしくあるための　こころとからだのケア」2回連続講座
・1/28「絵本で出会う"わたし"らしさ」（参加者：11名）
・2/4 「"わたし"とみんなでつながるアート」（参加者：12名）

活動実績 取り組みの成果

事業の実施内容

【活動指標】 実施事業数 【成果指標】

【達成度】 ５（十分に達成できた）
【実績】 1回 【実績】 ―

【目標】 1回
【達成度】 ５（十分に達成できた）

【目標】 ―

「自分と向き合えるよい機会だった」「リフレッシュできた」「自分の気持
ちを外から見ている気持ちなれた」などの感想があった。

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる） 絵本やアート（ものづくり）を通じて、ゆったりとした気持ちになり頭や心をほぐしてもらうことが出
来た。

<前年度評価＞ Ａ

認識した課題 課題解決に向けた対応

特になし。 引き続き、適切に事業を実施する。

【活動指標】 支援件数（延べ） 【成果指標】

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

外国人市民のために庁内での通訳や、行政資料の多言語翻訳など自立
を促すための支援を行う。

外国人のDV相談などに通訳を派遣するとともに、子育てや福祉など、
必要な行政資料を多言語に翻訳して情報提供を行う。

64
事
業
名

外国人市民のための情報提供 所管課所 市民活動支援課

事業の実施内容

①令和5年度庁内通訳派遣・窓口対応件数（99件）
②令和5年度庁内翻訳依頼件数（166件）
③モバイル端末機による遠隔通訳サービス対応件数（47件）

活動実績 取り組みの成果

【達成度】 ４（概ね達成できた）
【実績】 312件 【実績】 ―

【目標】 220件
【達成度】 ５（十分に達成できた）

【目標】 ―

認識した課題 課題解決に向けた対応

国際交流員による通訳に加え、モバイル端末機による遠隔通訳サービス
により、幅広い言語での通訳に対応できた一方で、遠隔通訳サービス利
用時に、まれに希望言語での通訳が即時に受けられないといった課題が
あった。

令和６年度から国際交流員の勤務日数が週5日に増えるため、他課から
の通訳依頼等により丁寧且つ柔軟に対応するとともに遠隔通訳サービ
スの仕様を見直し、市民サービスを提供できるように努める。

通訳派遣・窓口対応実績件数＋翻訳実績件数
他課所からの依頼等に基づき、通訳・資料翻訳を行うことで外国人市民
の自立を支援することができたものの、一部対応できない言語があっ
た。

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる）

<前年度評価＞ Ａ

【達成度】

５（十分に達成できた）：目標値の１００％以上

４（概ね達成できた）：目標値の８０％以上１００％未満

３（達成まで今一歩）：目標値の６０％以上８０％未満

２（達成は不十分）：目標値の６０％未満
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(3)

基本目標 男女が安心して暮らせるまちづくり

施策の方針 地域社会における男女共同参画の推進

取り組みの方向 誰もが安心して暮らせる環境の整備

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

生活困窮者に対し、自立のための支援を行う。
生活困窮による自立の過程で、生活困窮者自立支援制度に基づく事業
（自立相談支援事業、住居確保給付金、家計改善支援事業、子どもの学
習・生活支援事業）等による支援を行う。

65
事
業
名

生活困窮者自立支援制度による支援 所管課所 生活福祉課

生活困窮による自立の過程で、必要に応じて生活困窮者自立支援事業（自立相談支援事業、住居確保給付金、家計改善支援事業、子どもの学習・
生活支援事業）や生活困窮者自立支援金給付事業による支援を行った。

活動実績 取り組みの成果

事業の実施内容

【活動指標】 新規相談件数 【成果指標】

【達成度】 ５（十分に達成できた）
【実績】 484件 【実績】 ―

【目標】 ―
【達成度】 ５（十分に達成できた）

【目標】 ―

生活困窮者に対し、自立に向けた制度の案内と利用提案を行った。
自立相談支援事業の利用の意思を示したＤＶ被害者に対し、自立相談支
援機関の相談支援員がそれぞれの相談内容に応じた支援を行った。

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる） 自立相談支援事業の活用により、就労支援や住居確保、他法他施策案内（生活保護）等を実施し、そ
れぞれの抱える問題解決に向けた支援を行うことができた。

<前年度評価＞ Ａ

認識した課題 課題解決に向けた対応

生活困窮者の抱える問題は多種多様であるため、主訴を適切に把握し、
個々の相談者に応じた柔軟な対応が求められる。

生活困窮者の主訴を適切に把握した上で、自立相談支援事業を実施し
ていくとともに関係機関との連携を強化していく。

【活動指標】 居室数 【成果指標】

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

障がい者に対し、自立のための支援を行う。
障がい者の自立の過程で、必要な場合には障害福祉サービス等（介護給
付・訓練等給付）を利用し支援を行う。

66
事
業
名

障がい者福祉制度による支援 所管課所 障害福祉課

事業の実施内容

障がい者の住まいの場となるグループホームの整備を推進する。

活動実績 取り組みの成果

【達成度】 ５（十分に達成できた）
【実績】 461室 【実績】 ―

【目標】 340室
【達成度】 ５（十分に達成できた）

【目標】 ―

認識した課題 課題解決に向けた対応

なし 引き続き、適切に事業を実施する。

グループホームの整備が進み、障がい者に対し、障がい者福祉制度によ
る支援を行い、自立を促進することに寄与した。

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる）

<前年度評価＞ Ａ

【達成度】

５（十分に達成できた）：目標値の１００％以上

４（概ね達成できた）：目標値の８０％以上１００％未満

３（達成まで今一歩）：目標値の６０％以上８０％未満

２（達成は不十分）：目標値の６０％未満

－50－



Ⅲ

5

(3)

基本目標 男女が安心して暮らせるまちづくり

施策の方針 地域社会における男女共同参画の推進

取り組みの方向 誰もが安心して暮らせる環境の整備

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

介護保険サービスの提供により介護を必要とする人や家族の負担を軽
減する。

要介護及び要支援者が、介護を必要とする程度に応じて利用した介護
(予防）サービスの費用を介護保険から給付する。

67
事
業
名

介護（予防）サービス事業の実施 所管課所 介護保険課

要介護及び要支援者が利用した居宅サービス、施設サービス、地域密着型サービス、介護予防・生活支援サービス等について、利用者負担額（1割、
2割又は3割）を除いた額を、埼玉県国民健康保険団体連合会を通じ、介護サービス事業者へ支払った。低所得者に対しては、経済的理由により介
護サービスを抑制することがないよう、利用者負担の軽減を行い、適切な介護サービスの利用を促進した。

活動実績 取り組みの成果

事業の実施内容

【活動指標】 介護（予防）サービスの年間利用件数（延べ） 【成果指標】 介護（予防）サービス利用者率

【達成度】 ５（十分に達成できた）
【実績】 407,835件 【実績】 17.6％

【目標】 424,007件
【達成度】 ４（概ね達成できた）

【目標】 12.9％

居宅サービス、施設サービス、地域密着型サービス、介護予防・生活支援
サービス等の利用件数

介護（予防）サービス利用者数÷65歳以上高齢者数×100

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる） 介護（予防）サービスの利用者率は目標を達成し、年間利用件数（延べ）も目標を概ね達成しており、
要介護及び要支援者に必要な介護サービスを提供することができた。

<前年度評価＞ Ａ

認識した課題 課題解決に向けた対応

要介護及び要支援者が適切なサービスを受けられているか確認する必
要がある。

要介護及び要支援者のケアプランの点検を行うことで、ケアプランの質
的向上を図り、併せて事業者の介護サービスに対する意識を高め、不適
切なサービス提供を防止する。

【活動指標】 説明会等の回数 【成果指標】 市ホームページの介護保険関連の閲覧件数

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

介護保険制度の周知を図り、介護保険サービス利用を促進する。
介護保険パンフレット「あんしん介護保険」を所定場所に配架及び説明会
等において配布を行う。同パンフレットをもとに、市ホームページにアク
セスすることで、より介護保険制度の周知を図る。

68
事
業
名

介護保険に関する情報提供 所管課所 介護保険課

事業の実施内容

令和５年７月に介護保険パンフレット「あんしん介護保険」を作成し、介護保険課の窓口以外にも、各地区センターや保健センター等に配架を依頼し
た。

活動実績 取り組みの成果

【達成度】
【実績】 4回 【実績】 ―

【目標】 5回
【達成度】 ４（概ね達成できた）

【目標】 260,000件

認識した課題 課題解決に向けた対応

介護保険制度の周知を図るために、誰にでもわかりやすいパンフレット
やホームページの作成を行う必要がある。

パンフレットやホームページの作成時に、制度の内容を知らない人から
の意見や質問に対応できる内容となるように工夫する。

介護保険制度に係る出張講座等の実施回数
令和４年１１月の市ホームページリニューアルに伴い、今までの指標が集
計できなくなった

事業の評価

―（評価困難）
指標の集計ができなくなったことから評価困難とした。

<前年度評価＞ 評価困難

【達成度】

５（十分に達成できた）：目標値の１００％以上

４（概ね達成できた）：目標値の８０％以上１００％未満

３（達成まで今一歩）：目標値の６０％以上８０％未満

２（達成は不十分）：目標値の６０％未満

－51－



Ⅲ

5

(3)

基本目標 男女が安心して暮らせるまちづくり

施策の方針 地域社会における男女共同参画の推進

取り組みの方向 誰もが安心して暮らせる環境の整備

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

児童の養育に困難を抱える母子世帯からの相談を受け、母子世帯に対し
て保護を行う。

児童の養育に困難を抱える母子世帯からの相談を受け、必要に応じて母
子生活支援施設への入所などの支援を行う。

69
事
業
名

母子生活支援施設への入所 所管課所 子ども福祉課

児童の養育に困難を抱える母子世帯の相談を受け、母子生活支援施設の入所を支援した。

活動実績 取り組みの成果

事業の実施内容

【活動指標】 相談・入所件数（延べ） 【成果指標】

【達成度】 ５（十分に達成できた）
【実績】 1件 【実績】 ―

【目標】 ―
【達成度】 ５（十分に達成できた）

【目標】 ―

児童の養育に困難を抱えている母子世帯を、入所につなげることができ
た。

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる）

<前年度評価＞ Ａ

認識した課題 課題解決に向けた対応

特になし。 引き続き、適切に事業を実施する。

【活動指標】 支給件数 【成果指標】

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

母子及び父子家庭の母親及び父親の就労を支援する。
母子及び父子家庭の母親及び父親の就労に結びつくような情報の提供
に努めるとともに、就労に有効な資格の取得を支援するため、母子自立
支援員の面接を通し、教育訓練給付金などの支給を行う。

70
事
業
名

母子家庭等の就労支援 所管課所 子ども福祉課

事業の実施内容

就労に結び付きやすい知識・技能を身につけるため、雇用保険法で定める教育訓練講座を受講し修了した場合に受講費の一部を支給した。（自立
支援教育訓練給付金）
また修業期間中の生活費の一部を支給した。（高等職業訓練促進給付金）

活動実績 取り組みの成果

【達成度】 ５（十分に達成できた）
【実績】 13件 【実績】 ―

【目標】 ―
【達成度】 ５（十分に達成できた）

【目標】 ―

認識した課題 課題解決に向けた対応

特になし。 引き続き、適切に事業を実施する。

自立支援教育訓練給付金：5件
高等職業訓練促進給付金：8件
ひとり親家庭高卒認定試験支援給付金：0件

給付金を支給することでひとり親への就労支援を行うことができた。

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる）

<前年度評価＞ Ａ

【達成度】

５（十分に達成できた）：目標値の１００％以上

４（概ね達成できた）：目標値の８０％以上１００％未満

３（達成まで今一歩）：目標値の６０％以上８０％未満

２（達成は不十分）：目標値の６０％未満

－52－



Ⅲ

5

(3)

基本目標 男女が安心して暮らせるまちづくり

施策の方針 地域社会における男女共同参画の推進

取り組みの方向 誰もが安心して暮らせる環境の整備

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

母子家庭の母及び父子家庭の父並びに寡婦の方の経済的自立や、扶養
している子どもの福祉増進のために必要な資金を貸付ける。

母子家庭等に対しても、福祉資金の貸付を行う。

71
事
業
名

母子家庭等の生活支援 所管課所 子ども福祉課

母子家庭の母及び父子家庭の父並びに寡婦の方に対して必要な資金を貸し付けることにより経済的な支援を図った。

活動実績 取り組みの成果

事業の実施内容

【活動指標】 貸付件数 【成果指標】

【達成度】 ５（十分に達成できた）
【実績】 4件 【実績】 ―

【目標】 ―
【達成度】 ５（十分に達成できた）

【目標】 ―

必要な資金を貸し付けることにより経済的な支援を図ることができた。

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる）

<前年度評価＞ Ａ

認識した課題 課題解決に向けた対応

特になし。 引き続き、適切に事業を実施する。

【達成度】

５（十分に達成できた）：目標値の１００％以上

４（概ね達成できた）：目標値の８０％以上１００％未満

３（達成まで今一歩）：目標値の６０％以上８０％未満

２（達成は不十分）：目標値の６０％未満

－53－



Ⅲ

6

(1)

基本目標 男女が安心して暮らせるまちづくり

施策の方針 生涯を通じた心身の健康づくり

取り組みの方向 男女の性と人権尊重の理解の推進

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

市民に、性と生殖に関する健康と権利についての意識の普及・啓発を図
る。

性と生殖に関する健康と権利についての講座を開催する。

72
事
業
名

性と生殖に関する健康と権利についての講座の開催 所管課所 男女共同参画支援センター

月経と仲良くお付き合いしてますかか？～月経の知識とヨガでパフォーマンス低下を防ごう～
・12/13（参加者：8名）
・1/27（参加者：13名）
(共催：埼玉県東部地域振興センター）

活動実績 取り組みの成果

事業の実施内容

【活動指標】 参加率 【成果指標】 満足度

【達成度】 ５（十分に達成できた）
【実績】 70％ 【実績】 95％

【目標】 80％
【達成度】 ４（概ね達成できた）

【目標】 80％

保育預かりがなく、平日の参加者が少なかった。
月経の悩みは共有しにくいと感じている女性が多い。正しい知識を得る
ことで、生活など工夫したり、体を動かすなど自身の身体に興味をもち
健康を意識する情報提供ができた。

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる） 「月経の悩みは自分だけじゃないんだ」「月経について学ぶことがなく勉強出来てよかった」「知識と
ヨガ（実践）の組合わせが良かった」などの感想があった。

<前年度評価＞ Ａ

認識した課題 課題解決に向けた対応

女性が安心して活躍できる社会実現のために、女性特有の健康課題に
ついての重要性や対処法などより普及啓発する必要がある。

身体・性についての正しい認識を持つ普及啓発を引き続き実施する。

【活動指標】 参加率 【成果指標】 満足度

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

市民に、生涯を通じた女性の健康に対する意識の普及・啓発を図る。 生涯を通じた女性の健康に関する講座を開催する。

73
事
業
名

生涯を通じた女性の健康に関する講座の開催 所管課所 健康づくり推進課

事業の実施内容

がんを含めた女性特有の疾病を予防するための知識の普及啓発及び更年期と上手に付き合うための対処方法を学ぶことを目的に医師及び専門
職による更年期に関する講座（全３回 2/２、2/19、3/1)を行った。（参加実人数20人、参加延べ人数31人）

活動実績 取り組みの成果

【達成度】 ５（十分に達成できた）
【実績】 34％ 【実績】 100％

【目標】 50％
【達成度】 ３（達成まで今一歩）

【目標】 90％

認識した課題 課題解決に向けた対応

３回コースとして企画しているが、各回の開催曜日が統一されなかった
ためか、各回の参加人数にばらつきが見られた。

開催曜日を統一したり、各回ごとの参加募集にするなど、参加し易い開
催要件を検討していく。

【参加率】参加者（３回コース延べ人数）31人/定員（30人×３回）90人×
100=34.4%

アンケート結果により集計。
満足・ほぼ満足の回答者数31人/アンケート回答者数31人×100＝
100%

事業の評価

Ｃ（より積極的な取り組みが必要） 医師、大学教授による講話のほか、包括連携協定を締結した明治安田生命保険相互会社講師による
栄養の話など加幅広い分野の情報を取り入れた。周知に関しても越谷市のSNSを活用し、周知を
図ったが、当日の悪天候等による影響により参加実人数は伸びなかった。<前年度評価＞ Ａ

【達成度】

５（十分に達成できた）：目標値の１００％以上

４（概ね達成できた）：目標値の８０％以上１００％未満

３（達成まで今一歩）：目標値の６０％以上８０％未満

２（達成は不十分）：目標値の６０％未満

－54－



Ⅲ

6

(1)

基本目標 男女が安心して暮らせるまちづくり

施策の方針 生涯を通じた心身の健康づくり

取り組みの方向 男女の性と人権尊重の理解の推進

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

妊娠・出産等、男性とは異なる身体機能に由来する女性の健康上の問題
についての適切な対応を図る。

乳がん検診を実施する。

74
事
業
名

女性特有の疾病の予防・啓発（乳がん） 所管課所 健康づくり推進課

対象者：35歳以上の女性で奇数月生まれの方、令和4年度未受診の方、がん検診総合支援事業の対象の方
内容：問診、視触診、マンモグラフィ（X線）検査

活動実績 取り組みの成果

事業の実施内容

【活動指標】 受診者数 【成果指標】 受診率

【達成度】 ４（概ね達成できた）
【実績】 5,943人 【実績】 10.1％

【目標】 7,350人
【達成度】 ４（概ね達成できた）

【目標】 10.9％

受診勧奨通知を69歳までの方に送付した。がん検診総合支援事業の対
象者には無料クーポン券を発行した。また、未受診者には、受診再勧奨は
がきを送付した。R5年度の目標値は、コロナの受診控えがあったため
30%減で設定した。

受診率については2年連続受診者を差し引いて算出することとなってい
る。R5年度目標値は、コロナの受診控えがあったため30%減で設定し
た。

事業の評価

Ｂ（概ね順調に取り組んでいる）
未受診者には、再勧奨を実施し、受診率の向上を図った。

<前年度評価＞ Ａ

認識した課題 課題解決に向けた対応

新型コロナウイルス感染症の影響にて、低下した受診率が、コロナ禍以前
まで回復していない。引き続き、定期的な検診受診が大切であることを
啓発する必要がある。

ナッジ理論を活用した効果的な受診勧奨媒体を作成し、対象者へ通知す
る。また、未受診者の方には、再勧奨を実施する。他の検診とセットで受
診できる体制を整える。

【活動指標】 受診者数 【成果指標】 受診率

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

妊娠・出産等、男性とは異なる身体機能に由来する女性の健康上の問題
についての適切な対応を図る。

 子宮頸がん検診を実施する。
※子宮頸がん検診受診者のうち、医師の判断で必要と認められた方に
子宮体部がん検査を実施する。

75
事
業
名

女性特有の疾病の予防・啓発(子宮頸がん) 所管課所 健康づくり推進課

事業の実施内容

対象者：20歳以上の女性の方、がん検診総合支援事業の対象の方
内容：問診、子宮頸部・体部の細胞診

活動実績 取り組みの成果

【達成度】 ４（概ね達成できた）
【実績】 10,681人 【実績】 7.4％

【目標】 13,000人
【達成度】 ４（概ね達成できた）

【目標】 8.9％

認識した課題 課題解決に向けた対応

コロナ禍以前の受診率まで、回復したものの、目標値の達成まで至って
いない。引き続き、効果的な受診勧奨を実施していく必要がある。

ナッジ理論を活用した効果的な受診勧奨媒体を作成し、対象者へ通知す
る。また、未受診者の方には、再勧奨を実施する。

受診勧奨通知を69歳までの方に送付した。がん検診総合支援事業の対
象者には無料クーポン券を発行した。また、未受診者には、受診再勧奨は
がきを送付した。

受診勧奨通知を69歳までの方に送付した。がん検診総合支援事業の対
象者には無料クーポン券を発行した。また、未受診者には、受診再勧奨は
がきを送付した。

事業の評価

Ｂ（概ね順調に取り組んでいる）
未受診者には、再勧奨を実施し、受診率の向上を図った。

<前年度評価＞ Ｂ

【達成度】

５（十分に達成できた）：目標値の１００％以上

４（概ね達成できた）：目標値の８０％以上１００％未満

３（達成まで今一歩）：目標値の６０％以上８０％未満

２（達成は不十分）：目標値の６０％未満

－55－



Ⅲ

6

(1)

認識した課題 課題解決に向けた対応

講座内での体験内容で、本来の趣旨と異なる反応が見られた。 事前の打ち合わせで、実施内容の選択や導入方法についても検討する。

年度当初に希望校の募集を募り、4校が実施。
アンケート結果より集計。
理解できた・ほぼ理解できたの回答者数354／アンケート回答者数
355×100＝99.7％

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる）
実施校から、今後も実施希望あり。

<前年度評価＞ Ａ

小中学校の保健体育や総合学習などの時間を利用して、いのちの大切さ、生命の誕生、第二次性徴について等の助産師の講話を中心とした講座
を行う。

活動実績 取り組みの成果

【達成度】 ５（十分に達成できた）
【実績】 408人 【実績】 99.7％

【目標】 ―
【達成度】 ４（概ね達成できた）

【目標】 90％

【活動指標】 参加人数 【成果指標】 理解度

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

市内の小中学生に、男女の性の違いや命の大切さについての認識を促
すとともに、お互いに尊重し合う意識の啓発を図る。

思春期の性や命の大切さに関する講座を開催する。

77
事
業
名

思春期保健講座の開催 所管課所 健康づくり推進課

事業の実施内容

認識した課題 課題解決に向けた対応

受診者数は順調に増加している。引き続き、効果的な受診勧奨を実施し
ていく。

ナッジ理論を活用した効果的な受診勧奨媒体を作成し、対象者へ通知す
る。また、未受診者の方には、再勧奨を実施する。他の検診とセットで受
診できる体制を整える。

受診勧奨通知を55歳から69歳までの方に送付した。令和5年度より対
象者の要件を一部緩和したことにより、昨年より若干受診者は増加した
ものの、コロナの受診控え及び5年に1度の受診機会が一巡したことに
よる新規受診者の減少の影響により目標値を50%減で設定した。

【受診率】節目受診者数1,195人÷節目対象者数14,004人×
100=8.5%
コロナの受診控え及び5年に1度の受診機会が一巡したことによる新規
受診者の減少の影響により目標値を50%減で設定した。

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる）
令和５年度より、対象者の条件を一部緩和し、対象者の幅を広げ、受診率の向上を図った。

<前年度評価＞ Ｂ

【活動指標】 受診者数 【成果指標】 受診率

【達成度】 ４（概ね達成できた）
【実績】 1,695人 【実績】 8.5％

【目標】 1,480人
【達成度】 ５（十分に達成できた）

【目標】 10.3％

対象者：①50,55,60,65,70,75歳の男性の方、②上記の年齢以外の51歳から74歳までの男性で過去4年以内に前立腺がん検診を受けてい
ない方
内容：血液検査（PSA検査）

活動実績 取り組みの成果

事業の実施内容

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

女性と異なる身体機能に由来する男性の健康上の問題についての適切
な対応を図る。

前立腺がん検診を実施する。

76
事
業
名

男性特有の疾病の予防・啓発（前立腺がん） 所管課所 健康づくり推進課

基本目標 男女が安心して暮らせるまちづくり

施策の方針 生涯を通じた心身の健康づくり

取り組みの方向 男女の性と人権尊重の理解の推進

【達成度】

５（十分に達成できた）：目標値の１００％以上

４（概ね達成できた）：目標値の８０％以上１００％未満

３（達成まで今一歩）：目標値の６０％以上８０％未満

２（達成は不十分）：目標値の６０％未満

－56－



Ⅲ

6

(1)

基本目標 男女が安心して暮らせるまちづくり

施策の方針 生涯を通じた心身の健康づくり

取り組みの方向 男女の性と人権尊重の理解の推進

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

男女の異なる健康上の問題に対して適切な支援を行う。
「特定不妊治療」（体外受精・顕微授精）を受けた夫婦に対し、その治療費
の一部を助成する。

78
事
業
名

不妊治療費の助成 所管課所 感染症保健対策課

夫婦が指定医療機関で実施する特定不妊治療（年度を跨ぐ治療１回分）に対し、３０万円（初回申請分に限り、初回治療開始時の妻の年齢が３５歳
未満の場合は１０万円上乗せ）または１０万円を上限に助成した。また、男性不妊治療に対し、３０万円を上限に助成した。

活動実績 取り組みの成果

事業の実施内容

【活動指標】 申請者数 【成果指標】

【達成度】 ５（十分に達成できた）
【実績】 3人 【実績】 ―

【目標】 400人
【達成度】

【目標】 ―

令和４年４月から不妊治療の保険適用が開始されたことにより、令和５
年度は経過措置分のみを対象とし、令和５年5月をもって助成事業は終
了した。

特定不妊治療を受けた夫婦に対して、治療費の一部を助成することによ
り、経済的負担を軽減し、また治療を受ける機会を増やし、男女の異なる
健康上の問題に対する支援を行うことができた。

事業の評価

―（評価困難）
令和５年5月をもって事業終了。

<前年度評価＞ Ａ

認識した課題 課題解決に向けた対応

令和５年5月をもって事業終了。 令和５年5月をもって事業終了。

【達成度】

５（十分に達成できた）：目標値の１００％以上

４（概ね達成できた）：目標値の８０％以上１００％未満

３（達成まで今一歩）：目標値の６０％以上８０％未満

２（達成は不十分）：目標値の６０％未満

－57－



Ⅲ

6

(2)

基本目標 男女が安心して暮らせるまちづくり

施策の方針 生涯を通じた心身の健康づくり

取り組みの方向 こころとからだの相談等の充実

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

女性が生涯にわたって心身ともに健康に過ごせるよう、相談体制の充実
を図る。

女性の生き方やパートナーに関する悩みの解決を支援するために、専門
のカウンセラーが、電話相談及び面接によるカウンセリングを行う。ま
た、必要に応じて関係機関等への同行支援を行う。

79
事
業
名

女性相談の実施 所管課所 人権・男女共同参画推進課

女性・DV相談支援センターにおいて専門の女性相談員による面接相談と電話相談を実施した。〔面接・電話相談〕月～土：午前10～12時、午後1
～4時（第4土曜日の午後2～4時は除く）〔電話相談〕水、金：午後5～8時

活動実績 取り組みの成果

事業の実施内容

【活動指標】 電話・面接相談件数（延べ） 【成果指標】

【達成度】 ４（概ね達成できた）
【実績】 432件 【実績】 ―

【目標】 ―
【達成度】 ５（十分に達成できた）

【目標】 ―

相談員が相談者に寄り添い、市が実施する事業や制度など、必要な情報
提供や具体的な取り組みの提案を行うなど、様々な課題の解決の一助
となる支援を行うことができた。

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる）

<前年度評価＞ Ａ

認識した課題 課題解決に向けた対応

相談者を取り巻く環境や課題が複雑化していることにより、複合的な要
因が絡む相談事案への対応が引き続き、必要である。

支援に繋がる制度や事業等について相談員と情報共有するととともに、
関係機関との連携を一層強化する。

【活動指標】 相談件数（延べ） 【成果指標】

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

女性が生涯にわたって心身ともに健康に過ごせるよう、相談体制の充実
を図る。

男女共同参画支援センターにおいて、女性の弁護士が離婚や職場でのセ
クシュアル・ハラスメントなどの法律上の問題について面接相談を受け
る。

80
事
業
名

女性のための法律相談の実施 所管課所 人権・男女共同参画推進課

事業の実施内容

「ほっと越谷」の相談室において、毎月第4土曜日の午後2～４時に、女性弁護士による法律上の問題についての面接相談を実施した。（DV相談に
も対応）

活動実績 取り組みの成果

【達成度】 ５（十分に達成できた）
【実績】 9件 【実績】 ―

【目標】 ―
【達成度】 ５（十分に達成できた）

【目標】 ―

認識した課題 課題解決に向けた対応

特になし。 引き続き、適切に事業を実施する。

結婚、離婚、相続、親子、扶養など、悩みを抱える女性に対して、法的な
視点から専門的なアドバイスを個別的に行うことで、相談者の支援を行
うことができた。

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる）

<前年度評価＞ Ａ

【達成度】

５（十分に達成できた）：目標値の１００％以上

４（概ね達成できた）：目標値の８０％以上１００％未満

３（達成まで今一歩）：目標値の６０％以上８０％未満

２（達成は不十分）：目標値の６０％未満

－58－



Ⅲ

6

(2)

基本目標 男女が安心して暮らせるまちづくり

施策の方針 生涯を通じた心身の健康づくり

取り組みの方向 こころとからだの相談等の充実

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

女性が抱える人権に関する悩み等に対し、援助及び救済を行うことで、
女性の基本的人権の擁護を図る。

毎月第１・３木曜日、人権擁護委員の日及び人権週間に相談日を設け、人
 権擁護委員による人権相談を行う。また、事業の実施にあたり、広報紙

等を通じて周知を図る。

81
事
業
名

人権相談の実施 所管課所 人権・男女共同参画推進課

毎月第1・3木曜日（祝日の場合は翌週）に市役所本庁舎４階相談室において、人権相談所を解説した。

活動実績 取り組みの成果

事業の実施内容

【活動指標】 実施回数 【成果指標】

【達成度】 ４（概ね達成できた）
【実績】 25回 【実績】 ―

【目標】 25回
【達成度】 ５（十分に達成できた）

【目標】 ―

計画どおり年間２４回の人権相談所の開設ができた。例年実施している
「ひのき荘」での人権相談も実施できた。なお、相談件数については、不
開示情報のため平成３０年度から記載しない。

相談体制の整備の継続により、人権相談を必要とする方への対応をス
ムーズに行うことができた。適切な援助により、基本的人権の擁護を図
ることができた。

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる）

<前年度評価＞ Ａ

認識した課題 課題解決に向けた対応

より多くの市民からの人権相談に応じるため、人権相談所の開設をさら
に周知する必要がある。

広報や、人権週間や市民まつりなどの街頭啓発活動での周知に取り組ん
できたが、さらなる効果的な周知方法を模索する。

【活動指標】 相談・保護件数（延べ） 【成果指標】

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

夫以外の家族からの暴力の被害を受けているなど、深刻な状況にある
  女性に対し、安全の確保・支援を行う。※夫や元夫などから暴力を受け

ている女性については、「NO.93女性の緊急一時保護の実施」で支援を
行います。

女性・DV相談支援センター（配偶者暴力相談支援センター）等の関係機
関と連携し、保護・支援を行う。

82
事
業
名

女性の保護・支援 所管課所 子ども福祉課

事業の実施内容

被害者が直接相談に来た場合、保護や支援の必要性を吟味した上で、一時保護及び婦人相談センターへの措置を行う体制を整えていたが、令和5
年度の実績はなかった。

活動実績 取り組みの成果

【達成度】 ５（十分に達成できた）
【実績】 0件 【実績】 ―

【目標】 ―
【達成度】 ５（十分に達成できた）

【目標】 ―

認識した課題 課題解決に向けた対応

特になし。 引き続き、適切に事業を実施する。

令和５年度は、相談がなかったものの、女性の保護・支援を行えるように
支援体制を整えることができた。

日頃から関係機関との連携を図り、随時、適切な支援を行えるよう体制
を整えることができた。

事業の評価

Ａ（順調に取り組んでいる）

<前年度評価＞ Ａ

【達成度】

５（十分に達成できた）：目標値の１００％以上

４（概ね達成できた）：目標値の８０％以上１００％未満

３（達成まで今一歩）：目標値の６０％以上８０％未満

２（達成は不十分）：目標値の６０％未満

－59－
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6

(2)

基本目標 男女が安心して暮らせるまちづくり

施策の方針 生涯を通じた心身の健康づくり

取り組みの方向 こころとからだの相談等の充実

男女共同参画の視点からの事業目的 手段

性同一性障害（性別不合）等から派生する精神疾患や社会生活上の生き
づらさを解消するために、保健・医療・福祉の視点からのサポートを行
う。

電話相談や来所相談、家庭訪問、同行支援等、本人の意思を尊重したサ
ポートを行う。

83
事
業
名

精神保健福祉相談の実施 所管課所 こころの健康支援室

性同一性障害（性別不合）等から派生する精神疾患や社会生活上の生きづらさを抱える市民から相談があった際は、電話相談や来所相談、家庭訪
問、同行支援等によりサポートを行った。また、関係機関からの相談等にも対応した。

活動実績 取り組みの成果

事業の実施内容

【活動指標】 相談・支援件数（延べ） 【成果指標】

【達成度】 ４（概ね達成できた）
【実績】 5,378件 【実績】 ―

【目標】 ―
【達成度】 ４（概ね達成できた）

【目標】 ―

関係機関からの新規相談が多くみられた。性同一性障害（性別不合）等
と派生する相談内容のリンク集計は困難なため、実績は精神保健福祉相
談の総件数を掲載する。

性同一性障害（性別不合）を含めた、こころの健康相談ができる相談窓
口の整備に努めた。

事業の評価

Ｂ（概ね順調に取り組んでいる） 関係機関からの相談が増えたことから相談窓口の周知が進んでいると考えられる。本人の意思を尊
重し、よりそい型の支援を実践して、保健・医療・福祉の視点からサポートを行った。

<前年度評価＞ Ｂ

認識した課題 課題解決に向けた対応

性同一性障害（性別不合）等による自殺（自死）のリスクについて、関係機
関・団体と情報共有する必要がある。

「第2次越谷市いのち支える自殺対策推進計画」に基づいた、全庁的かつ
官民協働による自殺対策施策の実施を推進していく。

【達成度】

５（十分に達成できた）：目標値の１００％以上

４（概ね達成できた）：目標値の８０％以上１００％未満

３（達成まで今一歩）：目標値の６０％以上８０％未満

２（達成は不十分）：目標値の６０％未満
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